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代のメディア利用や放送関連コンテンツの
展開を考えるうえでの基礎的なデータを得
ることを目的としている2）。

   Ⅱ　調査の概要

調査の対象としたコンテンツやサービス（項
目）は，表1のとおり。各調査項目を「リアル
タイム（放送と同時接触）」，「タイムシフト（番
組への時差接触）」，「インターネット（デジタ
ルコンテンツサービスへの接触）」の3つに分
類し，それぞれのリーチのほか，3者の接触の
組み合わせなどで接触構造を分析する設計
としている。

今回，国内における動画配信サービスの広

人々は放送局のコンテンツ，サービスに
どのように接しているのか
～「2016 年 6 月全国放送サービス接触動向調査」の結果から～

世論調査部  鶴島瑞穂／塚本恭子／保髙隆之

   Ⅰ　はじめに

NHK放送文化研究所では，2013年から全
国7歳以上の男女を対象にした「全国放送サー
ビス接触動向調査」1）を実施している。今回
は，その7回目となる2016年6月の調査結果を
報告する。

この調査は，テレビ・ラジオ放送，データ放
送，録画再生や，インターネット（ホームペー
ジ，動画，SNS，ストリーミング）などで，放
送局が提供する多岐にわたるコンテンツや
サービスに1週間のうち1日でも接触した人
の割合を示す“リーチ”を，世論調査で定期
的に測定することで，放送関連コンテンツや
サービスへの接触動向を把握し，デジタル時

「全国放送サービス接触動向調査」は，テレビ・ラジオ放送，データ放送，録画再生，ホームページ，動画，SNS
など放送局が提供するコンテンツやサービスのリーチ（1週間に1日でも接触した人の割合）を世論調査で定期
的に把握し，メディア利用や放送関連コンテンツの展開を考えるうえでの基礎的なデータを得ている。今回は
2014年以降の6月調査3回分のデータにより，時系列の動向を分析する。

放送局が提供するコンテンツやサービスへのリーチを「リアルタイム（放送と同時接触）」，「タイムシフト（番
組への時差接触）」，「インターネット（デジタルコンテンツサービスへの接触）」の3つに分類すると，リアルタイ
ム（92.2％），タイムシフト（53.5％），インターネット（15.0％）のリーチに前々年，前年から変化はなかった。また，
3つの組み合わせによる接触パターンも，全体では変化がみられないが，年層別にみると，7～12歳では〈リアル
タイムとタイムシフト〉（58％→70％）,〈リアルタイムとタイムシフト・インターネットとの組み合わせ〉（62％
→76％）がいずれも前年から増加した。スマートフォンやタブレット端末の普及が進むなか，7～12歳の子ども
で従来型の〈リアルタイムのみ〉の接触から,リアルタイムとタイムシフトやインターネットを組み合わせる接
触パターンに移行しつつある。
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がりを踏まえて，「動画サイトで放送局が提
供する番組動画」と「ポッドキャストやスト
リーミングで聞くラジオ番組」は放送後に接
触するコンテンツと再定義し，分類区分を従
来の「インターネット」から「タイムシフト」
に変更した。個別の調査項目に変更はないが，
上記理由によりインターネット計，タイムシ
フト計，接触パターン等の集計値が今回の調
査（2016年6月調査）と過去の調査では異なる。
今回の報告では，過去の集計値も今回の定義
に合わせて再計算した値を掲載した。そのた
め，過去の本調査の報告と値が異なる点に留
意されたい。

調査方法は，月曜日から日曜日までの1週
間，1日単位で，各質問項目の接触の有無につ
いて，5分以上視聴・利用したかどうかを毎日

記録してもらう日記式である（インターネッ
トについては，5分以上かは問わず，視聴・利
用したかどうかを記入）。1週間に1日でも接
触した人の割合をリーチとして集計した。

調査は，2016年6月6日（月）～ 6月12日（日）
の1週間， 住民基本台帳から無作為に抽出し
た全国の7歳以上の男女3,600人に対し配付
回収法で実施し，調査有効数（率）は2,427人

（67.4％）であった。サンプル構成は文末の単
純集計結果を参照されたい。

なお今回は，過去2年分（2014年，2015年）
の6月調査のデータと比較した時系列分析を
加えた。季節によるデータ変動の可能性が
あるため，11月調査のデータとの比較は行っ
ていない。

表１　測定範囲と調査項目

放
送
局
が
提
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す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス

リアルタイム
（放送と同時接触）

テレビ

地上放送　　　  NHK 総合テレビ ・NHK Ｅテレ（教育テレビ）

民放 テレビ
BS（衛星）放送　NHK BS1 ・ NHK BS プレミアム

 民放 BS テレビ

ラジオ
AMラジオ  　  NHK ラジオ第１・NHK ラジオ第 2・民放 AMラジオ
FM ラジオ  　  NHK ラジオ FM・民放 FMラジオ

データ放送 （リモコンの「ｄ」ボタンを押すと表示される，気象情報や番組関連情報など）

CS 放送（スカパー！など）やケーブルテレビの専門チャンネルで放送されている番組
インターネットラジオ （例：「らじる★らじる」（NHK），「radiko〔ラジコ〕」（民放）など）

タイムシフト
（番組への時差接触）

録画再生
録画した地上放送の番組の再生
録画した BS 放送の番組の再生
録画した CS 放送やケーブルテレビの専門チャンネルの番組の再生

録音したラジオ番組の再生
テレビ番組の有料配信サービス

（例：NHK オンデマンド，FOD（フジテレビオンデマンド）など。Hulu，NETFLIX などで NHK，または民放のテレビ番組を
見た場合も含む。テレビ，パソコン，スマートフォン，タブレット端末などでの視聴）
テレビ・ラジオ番組（ドラマ・バラエティ・趣味実用など）の市販のブルーレイディスク，DVD，ビデオ，CD（レンタル含む） 

動画サイトで放送局が提供する番組動画（例：YouTube，ニコニコ動画，TVer などにある，番組そのものや番組の一部）

ポッドキャストやストリーミングで聞くラジオ番組 （番組ホームページや iTunes Store などから聴取）

インターネット
（デジタルコンテンツ

サービスへの接触）

放送局のホームページや番組ホームページ
（例：NHK オンライン，NHK NEWS WEB，フジテレビのホームページなど）
放送局や番組の公式 SNS

（例：Twitter の「NHK ニュース」，Facebook のフジテレビのページ，LINE の日本テレビ「ZIP!」など）
ネットで提供される番組表や番組情報（例：G ガイド，Yahoo! テレビ，インターネット TV ガイドなど）

＊ 今回から「動画サイトで放送局が提供する番組動画」，「ポッドキャストやストリーミングで聞くラジオ番組」の分類区分を「インターネット」から「タイムシフト」に変更した。
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   Ⅲ　調査結果から

1. リーチの概要
各リーチは全体で変化なし

放送局が提供するコンテンツやサービス
のリーチは，「リアルタイム計」が92.2％，「タ
イムシフト計」が53.5％，「インターネット計」
が15.0％だった（表2）。

年層別にみると，「リアルタイム計」は60
代以上で全体より高いのに対し，「タイムシ
フト計」は50代以下，「インターネット計」は

13～19歳と20・30代，50代でそれぞれ全体
よりも高い。
「リアルタイム計」，「タイムシフト計」，「イ

ンターネット計」のリーチは全体では前々年，
前年から大きな変化はなかったが，年層別に
みると，「タイムシフト計」は7～12歳で前年
から増加（65％→76％）した。

（1）リアルタイムリーチ　

7 ～ 12 歳で増加したデータ放送リーチ

「リアルタイム（放送と同時接触）」の項目

表 2　「リアルタイム」「タイムシフト」「インターネット」リーチ一覧（年層別）

〈各項目の名称は「表１」を簡略化して表記した〉
■は全体と比べ統計的に高い層であることを示す（以下同様）＊

（%）

全体 7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上2016 年 6 月
〈2,427〉

2015 年 6 月
〈2,415〉

2014 年 6 月
〈2,395〉 〈127〉 〈163〉 〈177〉 〈285〉 〈393〉 〈325〉 〈449〉 〈508〉

リアルタイム計 92.2 （92.3） （93.2） 95 80 84 86 90 94 97 98
 テレビ・ラジオ計 90.9 （91.2） （92.3） 92 75 79 83 90 94 97 98
データ放送 39.9 （40.7） （42.3） 50 43 36 41 38 37 42 39
CS 放送・専門チャンネル 13.1 （12.7） （13.4） 11 10 8 11 12 15 15 16
インターネットラジオ 4.7 （4.3） （4.8） 3 7 10 5 5 5 3 3

タイムシフト計 53.5 （53.8） （54.7） 76 66 66 65 61 59 44 32

 録画再生計 45.4 （46.0） （46.5） 69 54 52 56 51 51 39 27
 地上番組録画再生 43.5 （43.9） （44.1） 68 53 51 54 49 49 36 25
 BS 番組録画再生 14.3 （15.3） （14.5） 4 7 8 10 12 20 19 18
 CS 番組など録画再生 5.5 （6.0） （6.1） 4 6 3 6 5 7 6 5

 録音再生 2.8 （2.5） （2.3） 1 4 2 4 1 3 3 4
 有料番組配信サービス 3.6 （3.3） （2.6） 3 4 3 4 3 4 3 4
 ブルーレイ・DVD・CD など 10.8 （10.8） （11.7） 12 12 19 17 10 10 8 8
 動画サイト公式動画 14.3 （13.6） （12.6） 23 32 30 20 17 13 8 2
 ポッドキャスト・ストリーミング 2.0 （1.7） （1.8） 0 3 6 4 2 3 1 1

インターネット計 15.0 （15.7） （14.3） 6 22 25 20 17 21 13 6
 ホームページ 8.2 （9.0） （8.9） 2 9 14 10 8 12 9 4
 公式 SNS 6.8 （6.4） （5.4） 2 15 16 11 6 7 4 3
 番組表や番組情報 7.7 （9.1） （7.7） 2 9 12 10 8 12 7 4

 トータルリーチ 94.1 （94.0） （94.8） 96 85 89 91 92 95 98 98

＊全体に対する各年層の特徴をみるために，該当する層と，全体から該当する層を除いた残りの層で「互いに独立な％の差の検定」を行った結果。
  以下の検定式を用いている（以下同様）。

・  サンプル数 :（全体）n1，（一部）n2　　割合（％）:（全体）p1，（一部）p2
・  Z=「1.960」以上なら「有意水準（危険率）5％で」有意差あり。
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ごとのリーチ（表2）をみると，地上放送とBS
（衛星）放送，AMラジオとFMラジオを合わ
せた「テレビ・ラジオ計」（90.9％）は，前々年，
前年と同程度だったが，「テレビ計」（91.1％
→89.3％）と「ラジオ計」（35.5％→31.7％）がそ
れぞれ前々年から減少した。
「データ放送」のリーチは全体で39.9％と，

前々年，前年と変わっていない。年層別にみ
ると，7～12歳で前年から増加（36％→50％）
し，全体より高い。
「CS 放送・専門チャンネル」のリーチは

13.1％で前年から大きく変わっていない。年
層別にみると，20代を除く全ての年層で1割
以上を占めており，年層差は小さい。

20 代で高いインターネットラジオリーチ

「インターネットラジオ」のリーチは4.7％
で前々年，前年と変わっていない。年層別に
みると，20代が10％で全体より高い。

インターネットラジオ接触者（4.7％）を，従
来のラジオへの接触のあり・なしで分けたと
ころ，従来のラジオとインターネットラジオ
の両方に接触する人は2.1％で，前年（2.5％）
から変化はないが，インターネットラジオだ
けに接触する人は2.6％で前年（1.7％）から増
加した。

付帯質問で， 利用したことのある放送局の

インターネットサービスを複数回答で尋ね
たところ（以下「利用経験率」とする），「NHK
ネットラジオ　らじる★らじる」は2.8％で，
前々年，前年から大きく変わらない（表3）。男
女年層別にみると，女50代で全体より高く，
前年から増加（2％→6％）した。

また，「radiko.jp（ラジコ）」は3.8％で，や
はり前々年，前年と同程度である。男女年層
別にみると，女30代以下で1割前後と，全体
より高く，女30代では前々年から増加（2％
→10％）している。一方で，男13～19歳で前
年より減少（6％→0％），男20代で前々年か
ら減少（17％→4％）した。

（2）タイムシフトリーチ

幅広い年層で 5 割以上の「録画再生計」リーチ

「タイムシフト（番組への時差接触）」の
項目ごとのリーチでは，「録画再生計」が
45.4％で，「録音再生」（2.8％），「有料番組配
信サービス」（3.6％），「ブルーレイ・DVD・
CDなど」（10.8％）といった他の項目より高
い（表 2）。「録画再生計」を年層別にみると，
50 代以下の全ての年層が 5 割以上で，7～12
歳で前年から増加（56％→ 69％）した。

この「録画再生計」は，録画しておいた番
組の再生を放送波ごとに「地上（放送）番組
録画再生」，「BS（放送）番組録画再生」，「CS

表 3　〈付帯質問〉 「NHK ネットラジオ らじる★らじる」「radiko（ラジコ）」の利用経験率（男女年層別・複数回答）

全体 男女 男 女

2016 年
 6 月

2015 年
6 月

2014 年
6 月

7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上

〈2,427〉〈2,415〉〈2,395〉〈127〉〈86〉〈71〉〈141〉〈178〉〈164〉〈216〉〈218〉〈77〉〈106〉〈144〉〈215〉〈161〉〈233〉〈290〉

NHK ネットラジオ
らじる★らじる 2.8 （2.5）（2.8） 1 1 3 1 5 4 3 1 5 4 5 3 6 1 1

radiko.jp（ラジコ） 3.8 （4.7）（4.3） 1 0 4 6 8 6 2 1 12 9 10 5 6 0 0

（%）
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（放送）番組など録画再生」の3つに分けて測
定しているが，最も高いのは「地上番組録画
再生」（43.5％）で，次いで「BS番組録画再生」

（14.3％），「CS 番組など録画再生」（5.5％）と
続く。いずれも，前々年，前年から変化はな
かった。年層別にみると， 「地上番組録画再
生」は50代以下の各年層で全体より高く，7
～12歳が前年より増加（55％→68％）した。
一方，「BS番組録画再生」では50代以上の年
層が2割程度で全体より高いが，13～19歳は
前年から減少（16％→7％）した。

「毎日のように」録画再生する人は

全体で変化なし

付帯質問でテレビ番組の録画再生頻度を
尋ねたところ，「毎日のように」という人は
17.8％で前々年，前年から変化がなかった

（表4）。男女年層別にみると，男70歳以上で
前々年から増加（8％→14％）したほか，7～
12歳でも前年から増加（26％→41％）してお
り，若年層と高年層で「毎日のように」録画
再生する層の広がりがみられる。一方で，男
60代で「毎日のように」が前年より減少（19％
→12％）し，録画再生頻度をまとめた「録画

再生 計」で女30代（86％→76％）と女40代
（77％→67％）が前年より減少した。

「有料番組配信サービス」リーチが増加

NHKオンデマンドなどの「有料番組配信
サービス」のリーチは3.6％で前々年から増加
した（表2）。年層別にみると，前年より大き
な変化はみられないが，前々年と比較すると，
30代で増加（1％→4％）している。

なお，前回の2015年11月調査から「有料動
画配信サービス」への加入意向を付帯質問で
尋ねている（表5）。今回，「加入意志なし」が
49.8％とほぼ半数を占め，「このサービスを知
らない」（34.0％）と合計すると8割を超える状
況は，前回の調査から変わらない。「すでに加
入」（5.0％）と「加入検討中」（10.8％）も前回と
同程度だが，男女年層別にみると，「すでに加
入」は女30代，「加入検討中」は男40・50代で
全体と比べて高くなっており，これらの年層
から有料番組配信サービスが普及していくこ
とも考えられる。後述するように，YouTube
に代表される無料動画共有サイトがすでに幅
広い世代に浸透しているなかで，有料番組配
信サービスの利用はどのように広がっていく

表 4　〈付帯質問〉テレビ番組の録画再生頻度（男女年層別）

全体 男女
7 ～
12 歳

男 女
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
2016 年

6 月
2015 年

6 月
2014 年

6 月

毎日のように 17.8 （18.4）（16.5） 41 9 10 18 14 17 12 14 23 16 21 23 24 19 12

週に 3 ～ 4 日
くらい 10.9 （10.8）（11.3） 20 11 10 10 16 13 7 6 18 11 16 12 14 9 5

週に 1 ～ 2 日
くらい 18.4 （19.1）（20.1） 21 41 21 25 25 23 14 9 25 26 25 21 14 13 8

月に 1 ～ 2 日
くらい 8.8 （8.8）（8.2） 3 14 14 13 11 10 12 6 9 8 9 8 10 7 5

年に数日くらい 6.2 （6.0）（6.1） 0 2 11 6 6 5 9 10 3 8 5 4 4 8 8

録画再生 計 62.1 （63.1）（62.2） 84 77 66 71 72 69 54 45 78 69 76 67 65 56 37

（%）
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のか，今後の動向に注目していきたい。

「動画サイト公式動画」リーチは 13 ～ 19 歳，

20 代で 3 割以上

「動画サイト公式動画」のリーチは14.3％で，
前々年，前年と同程度だった（表2）。年層別に
みると，30代以下で全体より高く，特に13～19
歳と20代では3割以上とよく利用されている。

付帯質問で，YouTube やニコニコ動画と
いった動画サイトの利用について尋ねてい
る。いずれかの動画サイトを利用している「動
画サイト利用者」（43.4％）は，前々年から増
加している（表6）。男女年層別にみると，男
女とも13～19歳・20代で8割前後，男30・40
代と女30代で6割以上，7～12歳，男50代，女
40代で5割以上が利用しており，男50代以下，
女40代以下の幅広い年層に利用されている。

動画サイト利用者は，7～12歳，男40・50

代，女50・60代といった子どもや中高年層
で前々年から増加 3）し，利用のすそ野が広
がっている。また動画サイトの利用頻度を尋
ねたところ，「毎日のように」利用している人
の割合は前々年，前年から増加（7.3％→9.2％
→11.8％）した。

なお，今回初めて「動画サイト利用者」に
見ている動画のジャンルを付帯質問で尋ね
たところ（表7），最も多かったのは「音楽」

（50.0％）で，利用者の半数が利用している。
次いで多いのが「バラエティ・お笑い」（27.4％）
と「趣味・実用・教育」（25.4％）であった。「音
楽」が女性や若い層を中心に広い年層によく
見られている一方，「アニメ」や「ゲーム実況」
は20代以下で全体より高く，「ニュース・天気
予報」や「ドキュメンタリー」は50代以上で
全体より高いなど，見ている年層に特徴がみ
られるジャンルもある。

表 5　〈付帯質問〉有料動画配信サービス　加入意向（男女年層別）

全体
男女
7 ～
12 歳

男 女
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上

すでに加入 5.0 6 2 4 5 6 6 3 6 3 7 12 6 5 4 4

加入検討中 10.8 6 8 14 12 17 17 10 7 12 14 15 14 11 6 6

加入意志なし 49.8 29 43 61 60 53 51 55 50 47 52 51 52 53 54 40
このサービスを
知らない 34.0 60 45 21 23 24 26 33 37 39 27 22 27 31 37 49

無回答 0.4 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1

（%）

表 6　 〈付帯質問〉動画サイト利用者・SNS利用者（男女年層別）

全体 男女 男 女

2016 年
6 月

2015 年
6 月

2014 年
6 月

7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上

動画サイト利用者 43.4（43.3）（40.4） 54 85 85 66 68 54 26 7 84 79 69 51 47 16 3

SNS 利用者 37.8（35.2）（30.6） 11 72 80 62 57 38 13 5 75 87 80 61 40 11 3

※「動画サイト利用者」は，「YouTube」，「ニコニコ動画」，「Amazon プライム・ビデオ」，「TVer」などさまざまな動画サイトを例示し
　（項目は単純集計の質問Ｃを参照），そのいずれかを利用していると回答した人の合計。

　「SNS 利用者」は，「Twitter」，「Facebook」，「mixi」，「LINE」，「I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram」，「その他の SNS」のいずれかを，ふだん利用していると回答した人の合計。

（%）
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（3）インターネットリーチ

「公式 SNS」リーチが増加

次に「インターネット（デジタルコンテン
ツサービスへの接触）」のリーチを項目別に
みた（表2）。
「（放送局や番組の）ホームページ」は8.2％，

「（放送局や番組の）公式SNS」は6.8％，「番組
表や番組情報」は7.7％であり，いずれのサービ
スも同程度の接触がある。このうち，「（放送局
や番組の）公式SNS」は前々年から増加した。

それぞれの項目を年層別にみると，「ホー
ムぺージ」は20代と50代で全体より高く，40
代で前年から減少（15％→8％）した。「公式
SNS」は13～19歳，20・30代といった若い層
で全体より高く，30代（5％→11％）と50代

（4％→7％）で前々年から増加した。「番組表
や番組情報」は20代と50代で全体より高い
が，13～19歳（17％→9％），40代（13％→8％）
で前年から減少した。

「毎日のように」インターネットを利用する人が

4 割以上

インターネットリーチに関連する情報とし
て，付帯質問では LINE や Facebook などの
SNSの利用について尋ねている。ふだんい
ずれかのSNSを利用している「SNS利用者」

（37.8％）は，前々年から増加している（表6）。
男女年層別にみると，40代以下の層で全体

より高く，男20代と女20・30代では8割以上
が利用している。

SNS 利用者 は 男40・50代 と 女30～60代
で前々年から増加4）しており，中高年層にも
利用が広がりつつある。またSNSの利用頻度
を尋ねたところ，「毎日のように」利用してい
る人が前々年，前年から増加（21.3％→24.9％
→27.7％）した。

インターネットを利用するときに使う機器
について尋ねたところ（表8），「スマートフォン」

（41.1％）が最も多かった。「スマートフォン」

全体 男 女 7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 歳

以上
〈1,053〉 〈547〉 〈506〉 〈68〉 〈138〉 〈144〉 〈193〉 〈231〉 〈163〉 〈116〉

ドラマ（国内） 13.4 9 18 3 18 19 14 14 10 9
ドラマ（海外） 6.1 4 8 0 2 8 5 4 10 11
映画 14.2 13 16 3 24 17 10 16 12 12
バラエティ・お笑い 27.4 28 27 29 44 38 27 25 21 8
アニメ 20.4 21 20 56 39 28 19 13 6 6
キッズ 5.8 3 9 18 0 4 16 4 1 3
ニュース・天気予報 15.5 18 13 0 4 10 14 14 22 40
ドキュメンタリー 7.8 10 5 2 1 5 4 10 17 13
スポーツ 19.1 30 7 4 26 9 19 21 22 24
音楽 50.0 43 58 19 62 65 51 48 46 42
趣味・実用・教育 25.4 30 20 4 12 17 27 31 34 38
動物・ペット 11.5 7 16 4 4 10 10 15 15 16
ゲーム実況 17.3 23 12 46 38 27 16 8 4 3
美容・ファッション 5.3 1 10 2 7 13 5 5 2 2
その他 2.9 3 3 7 4 2 2 3 2 3
無回答 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

表 7　〈付帯質問〉見ている動画ジャンル（年層別・複数回答）（動画サイト利用者分母）
（%）

＊ 〈　〉は実数。70 歳以上は 23 人と少なかったため，60 代（93 人）とまとめ「60 歳以上」とした。また，7 ～ 12 歳も 68 人と少なく，参考値。

＊
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と「タブレット端末」（12.5％）が前年，前々年
から増加し，「インターネットに接続したテ
レビ・録画機」（1.5％）も前々年より増加した。
一方，「パソコン」（34.4％），「携帯電話（スマー
トフォン以外）」（5.4％）は前々年から減少し
た。年層別にみると，「スマートフォン」は13
～19歳（67％→77％），70歳以上（1％→4％）は
前年から増加，40代（48％→56％→64％）・
50代（26％→36％→45％）は前々年，前年か
ら続けて増加し，7～12歳（17％→29％），20代

（73％→84％），60代（9％→16％）は前々年か

ら増加した。また，「タブレット端末」は前年
から40代で増加（14％→22％），前々年から7
～12歳（9％→26％），50代（12％→18％）で増
加した。

さらに，インターネットをどのくらい利用
しているかについて，付帯質問で尋ねたと
ころ（表9），「毎日のように」利用すると答え
た人が41.8％と，前々年から増加した。男女
年層別にみると，前年から女13～19歳（50％
→70％），50代（36％→47％），前々年から7～
12歳（9％→22％），女40代（48％→64％）で増

表 8　〈付帯質問〉 インターネットの利用機器（年層別・複数回答）

全体 7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上2016 年
6 月

2015 年
6 月

2014 年
6 月

パソコン 34.4 （35.2）（40.0） 20 33 41 39 48 49 34 15

タブレット端末 12.5 （10.4） （8.4） 26 17 11 16 22 18 7 1

スマートフォン 41.1 （37.0）（32.6） 29 77 84 69 64 45 16 4

携帯電話（スマートフォン以外） 5.4 （5.9） （7.8） 4 7 6 8 7 7 5 2

インターネットに接続したテレビ・録画機 1.5 （1.1） （0.8） 2 2 1 3 2 2 1 1

その他 0.8 （0.8） （0.5） 7 3 0 1 1 0 0 0

（%）

表 9　〈付帯質問〉 インターネットの利用頻度（男女年層別）

全体 男女
7 ～
12 歳

男 女
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
2016 年

6 月
2015 年

6 月
2014 年

6 月

毎日のように 41.8 （39.5）（37.9） 22 67 69 66 63 50 32 14 70 79 67 64 47 15 4 

週に 3 ～ 4 日
くらい 7.7 （8.3）（8.0） 11 11 13 7 12 12 8 3 9 9 8 7 11 6 2 

週に 1 ～ 2 日
くらい 6.8 （6.5）（7.8） 13 9 7 6 5 10 7 6 9 4 7 8 11 5 2 

月に 1 ～ 2 日
くらい 4.1 （4.0）（3.8） 13 4 3 3 3 4 6 4 3 0 5 3 5 6 1 

年に数日くらい 0.9 （0.5）（1.5） 2 1 0 0 1 0 1 1 1 0 1 2 1 2 0 

利用計 61.3 （58.8）（59.1） 61 92 92 82 85 75 55 27 92 92 88 84 74 34 9 

ほとんど，まったく
利用していない 38.2 （40.6）（40.0） 39 7 9 18 15 25 45 72 8 7 12 16 26 65 90 

無回答 0.6 （0.5）（0.9） 1 1 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 1 1 

（%）



112 OCTOBER 2016

加しており，子どもや女性の中年層などで頻
繁にインターネットを利用する人が増えてい
ることがわかる。その背景には，スマートフォ
ンやタブレット端末の急速な普及があると思
われる。

2. リアルタイム・タイムシフト・インターネット
の接触パターン

接触パターンは全体で変化なし

放送局のコンテンツやサービス全体を，「リ
アルタイム（放送と同時接触）」，「タイムシフト

（番組への時差接触）」，「インターネット（デジ
タルコンテンツサービスへの接触）」の3つに
分け，その組み合わせパターンの推移を示した

（図1）。
放送局のコンテンツやサービスに〈リアル

タイムのみ〉で接触した人（37.6％），〈リアル
タイムとタイムシフト〉で接触した人（39.8％）

とも，前々年，前年から変化はなかった。前々
年は〈リアルタイムとタイムシフト〉の割合
が〈リアルタイムのみ〉よりも多かったが，前
年から両者の割合は同程度となっている。

リアルタイム，タイムシフト，インターネットの
〈いずれにも接触〉した人も11.8％で，前々年，
前年から変化はなかった。また，〈リアルタイム
とタイムシフト〉，〈リアルタイムとインターネット〉，

〈いずれにも接触〉の3つを合わせた，リアル
タイムに加え，リアルタイム以外の方法を組み
合わせて放送局のコンテンツやサービスに接
触している人の割合は54.6％であった。

一方，リアルタイムには接触せずに，〈タイ
ムシフトのみ〉（1.7％），〈インターネットの
み〉（0.1％），〈タイムシフトとインターネット〉

（0.1％）で接触した人は，合わせても1.9％に
とどまっており，〈いずれにも接触なし〉（5.9％）
も前々年，前年と同程度であった。

図 1　「リアルタイム」「タイムシフト」「インターネット」の接触パターンの推移

いずれも接触なし

その他

リアルタイムとインターネット

いずれも接触

リアルタイムとタイムシフト

リアルタイムのみ

2014年6月

2015年6月

2016年6月

リアルタイムとタイムシフト・インターネットとの組み合わせ　54.6％

リアルタイムとタイムシフト・インターネットとの組み合わせ　55.1％

リアルタイム接触　92.2％
リアルタイムと
インターネット

タイムシフトのみ1.7
インターネットのみ 0.1
タイムシフトと
インターネット0.1

リアルタイムのみ
37.6%

いずれにも接触
11.8

リアルタイムとタイムシフト
39.8 5.9

1.9

3.0

いずれにも接触なし

タイムシフトのみ1.2
インターネットのみ 0.1
タイムシフトと
インターネット0.437.3% 12.439.8 6.0

1.7

2.9

タイムシフトのみ1.3
インターネットのみ 0.1
タイムシフトと
インターネット0.237.8% 11.941.4 5.2

1.5

2.1

リアルタイム接触　92.3％

リアルタイムとタイムシフト・インターネットとの組み合わせ　55.4％

リアルタイム接触　93.2％
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放送局のコンテンツやサービスに関しては，
リアルタイムの接触が基本である構造に変
わりはなく，今回は接触パターンに変化はみ
られなかった。

7 ～ 12 歳でみられる接触パターンの多様化

接触の組み合わせパターンを年層別に示
した（図2）。
〈リアルタイムのみ〉で接触した人は70歳

以上では65％と多数を占めるが，年層が下が
るにつれてその割合が減少し，19歳以下では
2割に満たない。一方，〈リアルタイムとタイ
ムシフト〉は7～12歳では70％と最も多く，そ
の他の年層でも50代以下では4割前後を占
めている。また，リアルタイムとタイムシフ
トとインターネットの〈いずれにも接触〉し
た人は60代以上では1割に満たないが，13～
19歳，20・30代，50代では2割前後を占めてお
り，全体より高い。

次に，年層別の接触の組み合わせパターン
の推移をみた（表10）。リアルタイムに加えて，

タイムシフトやインターネットを組み合わ
せて放送局のコンテンツやサービスに接触
している〈リアルタイムとタイムシフト・イ
ンターネットとの組み合わせ〉は，7～12歳で
7割以上，13～19歳，20～50代で6割以上，60
代でも約半数に達している。

7～12歳では〈リアルタイムとタイムシフ
ト〉，〈リアルタイムとタイムシフト・インター
ネットとの組み合わせ〉がいずれも前年から
増加した。この年層では従来型の〈リアルタ
イムのみ〉の接触から，リアルタイムとタイ
ムシフトやインターネットを組み合わせる
接触パターンに移行しつつあることがわかる。

その上の世代である13～19歳，20・30代を
みると，リアルタイムに接触せずにタイムシ
フトやインターネットのみで接触する〈リア
ルタイム以外でのみ接触〉が5％と全体より
高いが，その割合に変化はみられない。

放送局のコンテンツやサービスに1週間に
1度も接触しない〈いずれにも接触なし〉を年
層別にみると，やはり13～19歳，20・30代で

図 2　「リアルタイム」「タイムシフト」「インターネット」の接触パターン（年層別）

いずれも接触なし
その他
リアルとネットのみ
いずれも接触
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40 代

30 代

20 代

13 ～ 19 歳

7～ 12 歳

いずれにも接触なしリアルタイムのみ リアルタイムとタイムシフト

リアルタイムと
インターネット

いずれにも接触

タイムシフトのみ
インターネットのみ
タイムシフトと
インターネット

419% 70 5 12

1515 44 417 5
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0

0
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70 歳以上

60 代

50 代

40 代

30 代

20 代

13 ～ 19 歳

7～ 12 歳
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1割前後と，全体より高い。

3. リアルタイム・タイムシフト・インターネット
の接触日数

接触日数別リーチの特徴に変化なし

「リアルタイム」，「タイムシフト」，「インター
ネット」について，接触日数別の分布を比較
した（図3）。リアルタイムでは「7日（毎日）接
触」の人が74.1％であり，テレビやラジオな
どにリアルタイムで接触する人のなかでは，
毎日接触している人が多数派であることが
わかる。タイムシフトも，リアルタイムほど

ではないが，日数別にみると，「7日（毎日）接
触」が15.2％で最も多い。一方，インターネッ
トは「1日接触」が5.3％と最も多く，接触者に
おいても日常的に接触する人が少ないこと
がわかる。今回の調査では，これらの各リー
チの特徴に変化はみられなかった。

4. 番組情報の入手媒体
付帯質問で，テレビ番組を見たり録画した

りするとき，番組について何から知ることが
多いかを複数回答で尋ねた（表11）。全体で
は「新聞の番組表」（49.1％）が最も多く，次に

表 10　「リアルタイム」「タイムシフト」「インターネット」の接触パターンの推移（年層別）
（%）

全体 7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上

リアルタイムのみ
37.6 19 15 20 24 28 32 50 65 
37.3 27 24 21 19 24 35 44 66 
37.8 24 21 20 21 29 34 48 66 

リアルタイムとタイムシフト
39.8 70 44 39 43 46 41 35 28 
39.8 58 40 42 44 44 44 39 27 
41.4 58 41 40 48 47 47 41 26 

いずれにも接触
11.8 5 17 22 17 13 17 8 5 
12.4 5 23 14 18 20 14 9 3 
11.9 8 17 20 17 15 13 8 5 

リアルタイムとインターネット
3.0 1 4 3 3 4 4 4 1 
2.9 0 2 4 3 3 3 4 2 
2.1 0 3 2 2 2 4 2 2 

タイムシフトのみ
1.7 2 4 5 5 2 0 0 0 
1.2 2 1 3 3 2 1 0 0 
1.3 2 5 3 3 1 0 0 0 

インターネットのみ
0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 
0.1 0 0 1 1 0 0 0 0 
0.1 0 1 0 0 0 0 0 0 

タイムシフトと
インターネット

0.1 0 1 1 0 0 0 0 0 
0.4 0 1 2 2 0 0 0 0 
0.2 0 1 1 0 0 0 0 0 

いずれにも接触なし
5.9 4 15 11 9 8 6 2 2 
6.0 8 10 14 10 8 4 4 1 
5.2 8 10 15 9 5 3 2 1 

リアルタイムと
タイムシフト・インターネット
との組み合わせ

54.6 76 65 64 62 63 63 48 34 
55.1 62 65 60 66 67 60 52 32 
55.4 67 62 61 67 65 64 51 33 

リアルタイム以外でのみ接触
1.9 2 5 5 5 2 0 1 0 
1.7 2 2 5 5 2 1 0 0 
1.5 2 7 4 3 2 0 0 0 

上段：2016 年 6 月，中段：2015 年 6 月，下段：2014 年 6 月
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「電子番組表（EPG）」（39.0％），「テレビで放送
している番組の宣伝」（36.0％）が続く。「新聞
の番組表」が前々年，前年から減少して5割を
切ったが，「電子番組表（EPG）」には変化がみ
られない。一方，「放送局や番組の公式ホーム
ページ，SNS」（3.9％）と「放送局以外のサイト，

SNS」（3.7％）がそれぞれ前年から増加した。
年層別にみると，「電子番組表（EPG）」は40

代以下で「新聞の番組表」を上回っており，5
割前後が利用している。また，「放送局や番
組の公式ホームページ，SNS」と「放送局以外
のサイト，SNS」はともに13～19歳から30代

表 11　〈付帯質問〉 番組情報入手媒体（年層別・複数回答）

全体 7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上2016 年
6 月

2015 年
6 月

2014 年
6 月

新聞の番組表 49.1 （53.5）（55.9） 24 25 25 26 44 54 66 70
電子番組表（EPG） 39.0 （39.8）（39.6） 50 52 49 58 51 46 29 13
テレビで放送している番組の宣伝 36.0 （35.2）（34.9） 39 39 37 37 44 37 31 30
家族，友人，知人からの話 15.6 （16.2）（18.2） 35 32 18 11 13 11 13 14
番組情報誌 7.0 （7.7） （7.6） 2 10 3 3 6 11 10 6
インターネットで見る番組表 4.0 （3.6） （4.2） 3 4 6 8 6 7 0 1
放送局や番組の公式 HP，SNS 3.9 （2.6） （3.1） 1 11 10 7 5 3 1 1
放送局以外のサイト，SNS 3.7 （2.7） （2.6） 0 12 11 8 4 3 1 0
いずれもない 11.2 （10.6）（10.0） 6 12 12 12 9 8 11 16

（%）

図 3　「リアルタイム」「タイムシフト」「インターネット」の接触日数分布の推移
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の若年層で全体より高く，特に13～19歳，20
代では1割以上である。

個別の年層に注目すると，30代は「新聞の
番組表」が前年から減少（35％→26％）し，「家
族，友人，知人からの話」が前々年から減少

（19％→11％）している一方，「放送局や番組
の公式ホームページ，SNS」（3％→7％）と「放
送局以外のサイト，SNS」（4％→8％）は前年
から増加している。若年層を中心に，番組情
報の入手媒体が，新聞の番組表からSNSなど
インターネット上のコミュニケーションへ
シフトしていくのか，今後の推移もみていく
必要がある。

   Ⅳ　まとめ

今回の調査では，国内における動画配信サー
ビスの拡大を踏まえて，一部の調査項目の分
類区分を見直し，過去2年分（2014年，2015年）
の6月調査データの再集計を行った。

各リーチ計は，いずれも全体では前年と比
べて変化がみられなかったが，調査項目ごと
にみると，「有料番組配信サービス」と「公式
SNS」のリーチが前々年から増加した。年層
別には，前者は30代，後者は30代と50代で増加
した。また7～12歳では，前年と比べて，「タイ
ムシフト計」，特に「地上録画再生」が増加し
たほか，「データ放送」も増加した。接触パター
ンをみても， 7～12歳でリアルタイムとタイ
ムシフトやインターネットを組み合わせる接
触パターンが増加しており，子どもの接触パ
ターンが多様化しつつあることがうかがえる。

付帯質問をみると，スマートフォンの利用
者が着実に増加して20代では8割を超えたほ
か，タブレット端末の利用も40代を中心に増

加した。また，インターネットを「毎日のよ
うに」利用していると答えた人も増加して，
番組情報の入手媒体でも，放送局や番組の公
式ホームページや放送局以外のサイト，SNS
が増加しつつある。

今後，各放送局はスマートフォンユーザー
を念頭に，インターネットでさまざまな放送
サービスを展開していくものと思われる。引
き続き，メディアの最新動向に注目しながら，
時系列分析を続けていきたい。
（つるしま みずほ/つかもと きょうこ/ほたか たかゆき）

注：
 1） 「全国放送サービス接触動向調査」は 2007 年

11 月から 2012 年 6 月まで実施してきた「全国
接触者率調査」の後継調査である。「全国接触
者率調査」は 6 月と 11 月の年 2 回，全国個人
視聴率調査では捉えられない録画再生やデータ
放送，インターネット経由の番組や番組情報な
どへの接触の有無を 1 週間の日記式調査で調
べ，リーチ（1 週間に 1 日でも接触した人の割
合）を測定した。6 月調査は本誌の同年 10 月号，
11 月調査は翌年の 4 月号（2007 年のみ 3 月号）
に単純集計結果を掲載してきた。

 2） 2014 年 6 月と 11 月，2015 年 6 月と 11 月の「全
国放送サービス接触動向調査」の結果について
は以下を参照。報告のタイトルはいずれも「人々
は放送局のコンテンツ，サービスにどのように
接しているのか ～「全国放送サービス接触動向
調査」の結果から～」。

・木村義子・関根智江・舟越雅『放送研究と
調査』64（10）；48-61，2014
・塚本恭子・渡辺洋子『放送研究と調査』65

（5）；68-82，2015
・鶴島瑞穂・木村義子・小島博『放送研究と
調査』65（10）；52-67，2015
・鶴島瑞穂・保髙隆之『放送研究と調査』66

（5）；90-105，2016
 3） 動画サイト利用者は，男女 7～12 歳（35％

→ 54％），男 40 代（58％→ 68％），男 50 代（39％
→ 54％），女 50 代（31％→ 47％），女 60 代（8％
→ 16％）で前々年より増加した。

 4） SNS利用者は，男 40 代（41％→ 57％），男 50
代（21％→ 38％），女 30 代（59％→ 80％），女
40 代（46％→ 61％），女 50 代（26％→ 40％），
女 60 代（3％→ 11％）で前々年より増加した。
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《付帯質問 1 の結果》

質問 1　性別　（省略）

質問 2　生年　（省略）

質問 3　職業　（省略）

－家族人数－
質問4　お宅の家族人数は何人ですか（あなたも含め，同居し

ている家族人数をお答えください）。
 1. 1人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.6％
 2. 2人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.4
 3. 3人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.4
 4. 4人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.6
 5. 5人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.5
 6. 6人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.7
 7. 7人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9
 8. 8人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5
 9. 9人 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2
 10. 10人以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0
 11. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－テレビ台数－
質問 5　（1）お宅には，テレビは何台ありますか。従来の据え

置き型のテレビについてお答えください。
 1. 1台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.6％
 2. 2台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30.8
 3. 3台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.8
 4. 4台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.2
 5. 5台以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6
 6. ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.8
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

質問 5　（2）お宅には，従来の据え置き型のテレビ以外に，パ
ソコンや携帯電話など，テレビ放送が見られるデジタル機
器は何台ありますか。

 1. 1台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4％
 2. 2台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.7
 3. 3台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.1
 4. 4台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5
 5. 5台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.3
 6. 6台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 7. 7台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 8. 8台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3
 9. 9台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2
 10. 10台以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3
 11. ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.3
 12. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3

－録画機の所有（複数回答）－
質問6　あなたのお宅には，テレビ番組を録画するための次の

機器がありますか。（○はいくつでも）
 1. ビデオデッキ（VHSなど） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.1％
 2. デジタル録画機（DVD・
  ブルーレイディスク・HDDなど） ‥‥‥‥‥‥ 60.8
 3. 録画機能付きテレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.5
 4. その他の録画機器 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 5. いずれもない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.7
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4
 
－録画再生頻度－
質問7　あなたは，ふだん，録画したテレビ番組を，どのくら

い見ていますか。
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.8％
 2. 週に3～4日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.9
 3. 週に1～2日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.4

2016 年 6 月「全国放送サービス接触動向調査」　単純集計結果〈付帯質問〉

1 調査目的 デジタル機器やサービスの急速な普及に対応し，テレビ・ラジオへの接触に加えて，データ放送，録画再生，
   インターネット（ホームページ・動画・SNS）などによる放送サービスへの接触を測定し，放送局が展開する
   各種サービス全体の接触動向を明らかにする。

2 調査時期 2016 年 6 月 6 日（月）～ 6 月 12 日（日）
3 調査方法 配付回収法（日記式調査票に１日単位で記入）
4 調査対象 全国 7 歳以上の男女
5 調査相手 住民基本台帳から層化無作為 2 段抽出（外国人と思われる人は除く）3,600 人（12 人× 300 地点）
6 調査有効数（率） 2,427人（67.4％） 

＊ 東京圏・大阪圏は，旧都庁，大阪市役所から 50 キロ圏内，かつ，第 3 次産業人口構成比 50％以上の市区町村，およびそれに囲まれた地域

全　体
性 男の年層 女の年層

男 女 7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
7 ～
12 歳

13 ～
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
実数 2,427 人 1,144 1,283 70 86 71 141 178 164 216 218 57 77 106 144 215 161 233 290

構成比 100.0% 47.1 52.9 2.9 3.5 2.9 5.8 7.3 6.8 8.9 9.0 2.3 3.2 4.4 5.9 8.9 6.6 9.6 11.9

職　業 都市圏

農林
漁業者

自営
業者

販売・
サービス

職
技能・
作業職

事務・
技術職

経営者
管理職

専門職
自由業

他
主婦 無職 生徒

学生 無回答 東京圏 大阪圏
30 万

以上の
市

10 万
以上の

市

5 万
以上の
市町村

5 万
未満の
市町村

実数 41 人 132 258 222 325 119 117 473 406 323 11 590 277 495 379 285 401
構成比 1.7% 5.4 10.6 9.1 13.4 4.9 4.8 19.5 16.7 13.3 0.5 24.3 11.4 20.4 15.6 11.7 16.5 

《サンプル構成》
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 4. 月に1～2日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.8
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.2
 6. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.5
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4

－番組情報入手媒体（複数回答）－
質問8　あなたは，テレビ番組を見たり，録画するとき，番組

について何から知ることが多いですか。（○はいくつでも）
 1. 新聞の番組表 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49.1％
 2. 番組情報誌 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.0
 3. テレビ画面で見る電子番組表（EPG） ‥‥‥‥ 39.0
 4. インターネットで見る番組表 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0
 5. テレビで放送している番組の宣伝 ‥‥‥‥‥‥ 36.0
 6. 家族，友人，知人からの話 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.6
 7. 放送局や番組の公式ホームページ，SNS* ‥‥‥3.9
 8. 放送局以外のサイト，SNS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7
 9. いずれもない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.2
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
＊ Twitter，Facebook，mixi，LINE などのソーシャルネットワーキングサービス

－BS放送の受信－
質問9　あなたのお宅では，BS放送を見ることができますか。
 1. 見ることができる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 52.8％
 2. 見ることができない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 40.7
 3. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.3
 4. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

 －テレビ・録画機のネット接続－
質問10　あなたのお宅では，テレビまたは録画機に，インター

ネットの回線を接続していますか。お宅でもっともよくご
覧になっているテレビ，またはそのテレビに接続されてい
る録画機についてお答えください。

 1. 常時接続している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.2％
 2. 必要があるときのみ接続している ‥‥‥‥‥‥‥3.8
 3. 接続していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70.3
 4. わからない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

－NHKオンデマンドの認知－
質問11　「NHKオンデマンド」（テレビやパソコンなどで，過

去に放送したテレビ番組を，好きなときに見ることができ
る番組配信サービス）について，あなたにあてはまるもの1
つに○をつけてください。

 1. 知っていて，利用したことがある ‥‥‥‥‥‥‥3.2％
 2. 知っているが，利用したことはない ‥‥‥‥‥ 45.3
 3. 知らない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.2
 4. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

－ハイブリッドキャストの認知－
質問12　あなたは，「ハイブリッドキャスト」（NHKが2013

年9月から始めた，対応テレビをインターネットに接続して
利用できる新しいサービス）を知っていますか。

 1. 知っている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.7％
 2. 知らない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 92.1
 3. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

－有料動画配信サービスの加入－
質問13　有料動画配信サービスについて，あなたにあてはま

るもの1つに○をつけてください。
 1. すでに加入している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.0％
 2. 加入を検討している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 3. 様子をみて決めたい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.1
 4. 加入したいと思わない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49.8
 5. このサービスを知らない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.0

 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

《付帯質問 2 の結果》
－インターネット利用頻度－
質問Ａ　あなたは，インターネットをどのくらい利用していま

すか。
（スマートフォンなどの「アプリ」から，インターネットを利用した
場合も含めます）

 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.8％
 2. 週に3～4日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.7
 3. 週に1～2日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.8
 4. 月に1～2日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.1
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 6. ほとんど，まったく利用していない ‥‥‥‥‥ 38.2
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6

－インターネット利用機器（複数回答）－
【質問Ａで「1～5」とお答えの方におたずねします】
質問Ｂ　あなたは，インターネットを利用する時に，どんな機

器を使用しますか。使用するものに○をつけてください。
（○はいくつでも）

 1. パソコン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 56.1％
 2. タブレット端末 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.4
 3. スマートフォン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 67.1
 4. 携帯電話（スマートフォン以外） ‥‥‥‥‥‥‥8.9
 5. インターネットに接続したテレビ・録画機 ‥‥‥2.4
 6. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

（分母＝1,487人）

－利用動画サイト（複数回答）－
【質問Ａで「1～5」とお答えの方におたずねします】
質問Ｃ　あなたは，次の動画サイトを利用していますか。

（○はいくつでも）
 1. YouTube ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 68.5％
 2. ニコニコ動画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.0
 3. GYAO! ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.7
 4. 楽天SHOWTIME ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4
 5. hulu ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 6. NETFLIX ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5
 7. Veoh ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3
 8. dailymotion ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9
 9. pandora.TV ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2
 10. TVer ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 11. dTV ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4
 12. FC2 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0
 13. Amazonプライム・ビデオ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.6
 14. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4
 15. 利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.7
 16. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

（分母＝1,487人）

－動画利用頻度－
【質問Ｃで「1～14」のいずれかが○の方におたずねします】
質問D　あなたは，質問Cで答えた動画サイトで，どのくらい

動画を見ていますか。
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.2％
 2. 週に3～4日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.4
 3. 週に1～2日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.8
 4. 月に1～2日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.6
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.9
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

（分母＝1,053人）
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－動画視聴内容－
【質問Ｃで「1～14」のいずれかが○の方におたずねします】
質問Ｅ　あなたが見ている動画は，「テレビ番組に関する動画」＊

が多いですか。それともそれ以外のものが多いですか。
＊「テレビ番組に関する動画」は，番組そのものや，番組の一部を一般

の人が加工したものなども含めます。
 1. 「テレビ番組に関する動画」のほうが多い ‥‥ 10.4％
 2. どちらかといえば「テレビ番組に関する動画」
　  が多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.2
 3. どちらかといえば「テレビ番組に関する動画」
　  以外が多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.1
 4. 「テレビ番組に関する動画」
  以外のほうが多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.2
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

（分母＝1,053人）

－動画利用ジャンル（複数回答）－
【質問Ｃで「1～14」のいずれかが○の方におたずねします】
質問Ｆ　あなたが見ている動画は，どのようなジャンルが多い

ですか。（○はいくつでも）
 1. ドラマ（国内） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.4％
 2. ドラマ（海外） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.1
 3. 映画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.2
 4. バラエティ・お笑い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.4
 5. アニメ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.4
 6. キッズ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.8
 7. ニュース・天気予報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.5
 8. ドキュメンタリー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.8
 9. スポーツ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.1
 10. 音楽 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50.0
 11. 趣味・実用・教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.4
 12. 動物・ペット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.5
 13. ゲーム実況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.3
 14. 美容・ファッション ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3
 15. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.9
 16. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

（分母＝1,053人）

－利用SNS（複数回答）－
【質問Ａで「1～5」とお答えの方におたずねします】
質問Ｇ　あなたは，ふだん，次のSNSを利用していますか。

（○はいくつでも）
 1. Twitter ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.8％
 2. Facebook‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.6
 3. mixi ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.9
 4. LINE ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 55.2
 5. Instagram（インスタグラム） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.5
 6. その他のSNS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2
 7. 利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.8
 8. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

（分母＝1,487人）

－SNS利用頻度－
【質問Ｇで「1～6」のいずれかが○の方におたずねします】
質問Ｈ　あなたは，質問Ｇで答えたSNSを，どのくらい利用

していますか。
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 73.4％
 2. 週に 3 ～ 4 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.5
 3. 週に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.6
 4. 月に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.8
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2

（分母＝917人）

－放送局のホームページの利用（複数回答）－
【質問Ａで「1～5」とお答えの方におたずねします】
質問Ｉ　あなたは，ふだん，次の放送局のホームページを利用

していますか。（○はいくつでも）
 1. NHK ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.3％
 2. 日本テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.0
 3. テレビ朝日 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.8
 4. TBS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.7
 5. テレビ東京 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.2
 6. フジテレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.8
 7. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 8. 利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 83.7
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3

（分母＝1,487人）

－放送局の番組有料配信の利用（複数回答）－
【質問Ａで「1～5」とお答えの方におたずねします】
質問Ｊ　あなたは，ふだん，次の放送局の番組を有料配信サー

ビスで見ていますか。（○はいくつでも）
 1. NHK ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8％
 2. 日本テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0
 3. テレビ朝日 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 4. TBS ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1
 5. テレビ東京 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5
 6. フジテレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 7. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 8. 利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 94.5
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.4

（分母＝1,487人）

－放送局のインターネットサービス利用経験（複数回答）－
【質問Ａで「1～5」とお答えの方におたずねします】
質問Ｋ　あなたは，次の放送局のインターネットサービスやア

プリを利用したことがありますか。（○はいくつでも）
 1. NHKネットラジオ「らじる★らじる」 ‥‥‥‥‥4.6％
 2. NHKネットクラブのサイトやメールマガジン ‥‥1.2
 3. NHKデジタル教材「NHK for School」 ‥‥‥‥‥0.3
 4. NHK広報サイト「NHK_PR」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4
 5. YouTubeの「NHK online」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9
 6. ニコニコ動画の「NHKちゃんねる」 ‥‥‥‥‥‥0.5
 7. Twitterの「NHKニュース」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1
 8. Twitterの「NHK広報局」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 9. Facebookの「NHK Facebookページ」 ‥‥‥‥‥0.5
 10. LINEの「真田丸」「とと姉ちゃん」 ‥‥‥‥‥‥‥1.5
 11. radiko. jp（ラジコ） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.2
 12. JoinTV ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0
 13. 見逃し番組の無料配信サービス
  （見逃した番組を放送後視聴できるサービス） ‥‥6.0
 14. 災害時などの放送同時配信サービス
  （テレビで放送中の番組を
  同時に視聴できるサービス） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9
 15. その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5
 16. 利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 80.4
 17. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.0

（分母＝1,487人）

（注）「付帯質問 1」と「付帯質問 2」は，日記式調査用紙の前後に配
置した。
日記式調査による項目別の毎日のリーチの単純集計については
省略した。




